
熊本県公共関与産業廃棄物管理型最終処分場

「エコアくまもと」の環境学習メニュー

「エコアくまもと」全景

研修室

見学ブース

最終処分場「エコアくまもと」
は、産業廃棄物の最終処分場であ
るとともに、熊本県環境基本計画
の中で「県北における環境教育の
拠点」と位置付けられています。

埋立地
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～環境学習～

「エコアくまもと」では、「県北の環境教育の拠点」を目指して様々な環境学習を行っています。
環境学習は、①循環型社会、②低炭素社会、③自然共生社会の３つのテーマを準備しています。
環境学習の時間は６０分～９０分程度ですが、来館団体のご希望による時間調整は可能ですので、
ご相談ください。

① 循環型社会

最終処分場は、リユース、リサイクルできないものや、燃え残った灰、汚泥などを主に埋め
立て処分する施設です。そのような最終処分場の役割や施設の特長、３R（スリーアール）に
ついて映像等を通して学習します。また、実際に施設を見学し、埋立作業の様子や埋立方法の
工夫、環境保全の取り組みなどについて学習します。
なお、「エコアくまもと」は、全国のモデルとなるよう安全性を極限まで追求した施設であ

り、安全面では全国トップレベルの最終処分場です。

【環境学習の流れ】（90分の例）
Ⅰ ３Ｒの学習（ＤＶＤ視聴あり）
Ⅱ 「エコアくまもと」、最終処分場の学習
（ＤＶＤ視聴あり）

Ⅲ 埋立地等の施設見学
Ⅳ ごみ分別体験
Ⅴ 質疑応答

② 低炭素社会

③ 自然共生社会

【環境学習の流れ】（90分の例）
Ⅰ 地球環境・エネルギー問題の学習
Ⅱ 発電体験（自転車型発電機など）
Ⅲ 発電モニター、ソーラーパネルの見学
Ⅳ 埋立地等の施設見学
Ⅴ 質疑応答

埋立地を覆っている建物の屋根は約33,000㎡と広いことから、約2,000kWのソーラーパ
ネルを設置して発電を行っています。最終処分場の建物の屋根にソーラーパネルを設置してい
る最終処分場は「エコアくまもと」だけです。
ここでは、地球環境・エネルギー問題と循環型
社会を同時に学習することができます。

【環境学習の流れ】（90分の例）
Ⅰ 植物の仕組み・役割・分類の学習
Ⅱ どんぐりの名前調べ
Ⅲ 埋立地等の施設見学
Ⅳ 質疑応答

みなさんがよく知っている「どんぐり」は、日本国内に２２種類存在していますが、ぱっ
と見ただけではどういう種類の「どんぐり」なのか、なかなかわかりません。
そこで「エコアくまもと」では、「どんぐり」の実や葉の特徴からその種類を調べること

ができる独自の分類表を作成しました。これを使っ
た「どんぐり」の名前調べを通して、植物の仕組
み・役割・分類について学習します。



～施設見学～

～イベント～

～お申込みについて～

環境学習の他にも、施設見学を行っています。施設見学の時間は６０分程度ですが、時間調整
は可能ですので、ご相談ください。
なお、環境学習や施設見学の際に、説明やＤＶＤ視聴を行う研修室は約１００名を収容するこ

とができます。

【施設見学の流れ】（60分の例）
Ⅰ 「エコアくまもと」、最終処分場の学習
（ＤＶＤ視聴あり）

Ⅱ 埋立地等の施設見学
Ⅲ 質疑応答

環境学習や施設見学の他にも、「エコアくまもと」独自のイベントを年間８回程度開催して
います。
これまでには、「ソーラーミニカーづくり」、「エビ釣り体験」、「どんぐりペイント・ブ

ローチづくり」などを実施しました。イベントの開催情報は、「エコアくまもと」のホーム
ページや市町村広報誌（一部地域）に掲載しています。興味のある方の参加をお待ちしていま
す。なお、イベントは、廃棄物の受け入れが休みの土・日曜日などに開催する予定です。

環境学習や施設見学は、事前予約制で
す。希望日の１か月前までに申込書を
ファックスまたはメールで「エコアくま
もと」まで送付してください。
また、予約は先着順になりますので、

まずは希望日の空き状況を電話でお問い
合わせください。
申込書はこのチラシの他、「エコアく

まもと」のホームページにも掲載してい
ます。

みなさまのお越しを職員一同お待ちしております




